
比較する

「理科の考え方」を働かせよう
思考ツールを使ってみよう

教員向け

関係づける

条件を制御する

多面的に考える

ちがうところやおなじところをもとに問題を見いだそう

習った内容や生活経験をもとに根拠のある予想や仮説を立てよう

予想や仮説をもとに、解決の方法を発想しよう

より妥当な考えをつくりだそう

ベン図

Ａについてだけ
いえること

Ｂについてだけ
いえること

ＡとＢに共通すること

イメージマップ

・ＡとＢを比べると、●●の部分が同
じだけど、□□の部分がちがうな。
・ＡはＢと比べて、～だ。
・なぜ、○○は▲▲なのだろうか。
・ＡとＢに共通することは～だ。

授業では

・Ａは○○の点でＢと関係ある。
・Ａは▲の点でＣと関係がある。
・ＢはＥにつながりがある。
・ＥはＤともつながりがありそうだ。
・ ということは、もし、Ａが～ならば、
□と◆の関係は◎◎なのではない
だろうか。

授業では

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

マトリックス

使い方

①中心に考えを広げるトピックに
ついて書く。
②トピックに関係すると思うこと、
思いついたことを周りに書き、
トピックと線でつなぐ。
③さらにそこから思いつくことを
広げ、外側にもつなぐ。
④アイデアが十分に出たら、似た
もの同士をまとめ、実際に調べ
ることをしぼりこむ。

使い方

使い方

使い方くらげチャート

①行の見出しに整理する観点を書
く。
②列の見出しに該当する観点を書
く。
③それぞれの枠に該当する事項を
書く。
④書き込まれた事項の抜けや重な
り、数や種類について着目して、
その理由やそれによる結果など
について意見をまとめる。

・○○と◆◆で同じ回数で比べてみ
れば、解決できるのではないか。
・～の実験をすれば、▲▲がわかる
のではないか。
・□と▽の実験結果を比べれば、予
想がたしかめられるのではないかな。

授業では

流れが
速いところ

曲がって流れて
いるところ

流れがゆる
やかなところ

1回
流す

３回
流す

５回
流す

・□という結果がでた。その理由は、
実験によって○と◎と●だということ
が分かったから。
・私たちの班は●という結果が出た。
他の人は▽という結果だった。日常
生活ではこんなこともあった。だから
この結果は妥当なのではないか。

授業では
①くらげの頭に、対象とする事象
を書く。
②くらげの足の○なかに、その事
象の原因として考えることを書
く。具体的なデータや資料があ
ればそれも書く。
③一つ一つについて、グループや
学級で確認する。
④全体を見て、事象について、原
因や理由を示し、説明したり、
文章でまとめる。

①比べる対象（Ａ、Ｂ）をそれぞ
れ円の外に書く。
②円の重なる部分にＡとＢの両方
についていえることを、円の重
なっていない部分にそれぞれＡ
にだけ、Ｂにだけいえることを
書く。
③ベン図に書いたことをもとに、
ＡとＢを比較する文章を書く。
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